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韓国における多文化保育とアンチバイアス教育
─ソウル市およびその近郊の保育機関における調査より─
Multicultural and Anti-Bias Education in Korea:
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           （染めた保育者の髪の毛を映す。）�
保育者：先生の髪の色はどう？�
子ども2：先生の髪の色は茶色でしょう？�
保育者：茶色に見える？先生の髪の色は茶色で
す。さあ、この友達の髪の毛はどんな
色？�
子ども3：黒。�
子ども4：ヨンフの髪の毛は短い。ドンヨンは長
いのに。でしょう？�
（他の人種の子どもたちの写真を見せ、髪の色
を一緒に見てみる。金髪の子どもの写真を見て）�
子どもたち：とてもきれい。でしょう？�
保育者：金髪が気に入った？金髪は白人たちに
だけあるが、私たちのようなアジア人
や黒人が金髪にしたければどうすれば
いい？�
子ども5：染めればいいの。私の母も黄色に染め
たよ。�
評　　価�
*最初導入時は髪の色が違うことを気づかせようとしていたが、子どもたちは長さの違いまで区分で
きていた。髪の毛の状態、黒人の天然パーマやパーマをあてた髪、ストレ トーの髪といった表現が
できた。�
*白人の女の子の金髪（黄色の髪と表現）に大いに関心があるようであった。�
*多様な人種の人たちの写真にしばしば接しているからか拒否反応がかなり減ったようである。�
出典：Ｉ子どもの家『2001年　I子どもの家年間報告書』2001年、106頁�
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子どもの発話の記録�
�
導入、展開方法�
　活　動　名 友達の顔を飾る�
活　動　目　標 人の肌の色は少しずつ差があることを知る。�
活　動　方　法 美術活動�
＜表４＞　アンチバイアス教育実行計画書（満4歳児クラス）�
－4枚くらいの色紙で顔の形を切り取り、お気に
入りの色や自分が作りたい友達の顔の色と似て
いる色を選び飾る。�
－目、鼻、口は雑誌から切り取って貼り付けら
れるようにする。（雑誌の中に子どもたちが切
り取れるサイズの人の顔があまり掲載されてい
ないので、雑誌をたくさん用意しておく。）�
－髪の毛は毛糸をたくさん用意し、飾りたい色
を選べるようにする。�
－3～5人の小集団で活動する。�
－自分が飾った友達の顔を他の友達に紹介する。�
子どもの発話の記録�
保育者：皆さん、これは何に見えます？�
子どもたち：顔です。�
保育者：顔みたいね。そう、これは顔の形に切
り取った紙だけど、これで何ができる
かな？�
子ども1：絵を描きます。�
子ども2：違う。飾りをするのでしょう？�
保育者：これで何をするかといえば顔を飾るの
だけど。友達の顔を飾るの。�
子ども3：私はママの顔にする。�
子ども4：それじゃ私はパパの顔にする。�
保育者：それでは自分が好きな人の顔にしまし
ょう。�
（材料を紹介し活動を開始する。）�
子ども5：先生、私チョコレート色の顔にする。�
子ども4：私はこれ。（少し濃い色の顔模様の紙
もたくさんの子どもたちが選んで使う。）�
子ども2：赤色の髪にしよう。きれい。�
子ども3：私は緑にする。長い髪だよ。�
（子どもたちが黒や茶色の毛糸はほとんど使わ
ない。）�
（自分の作ったものを友達に紹介しながら）�
子ども6：私のママだけど。髪を緑に染めたし、
口紅をつけたの。�
子ども7：おばあちゃんです。顔が日焼けしてい
る。それで黒いです。�
評　　価�
*最初は友達の顔の色と似ている紙を選んで飾ろうと計画したが、子どもたちの反応に従って、自分
が飾りたい人の顔を飾るようにした。�
*多様な色の髪を毛糸で表現（赤、緑、白）し、ある子どもが髪を染めたといってカラーの毛糸を使う
と、黒や茶色の毛糸を他の子どもたちも使わなくなる。�
*飾り終わった後、裏面に使えなくなったCDを貼り付けて、友達に誰の顔を飾ったのか話してみるよ
うにした。�
出典：Ｉ子どもの家『2001年　I子どもの家年間報告書』2001年、108頁�
また、報告書には、「アンチバイアス教育が観光的アプローチに陥らないように年間計
画案のテーマに統合し、実行した。アンチバイアス教育の資料には、多民族国家を基本的
な枠組みとした理論と活動が提示されていたため、すべての保育者達が研修を通じて理論
を学び、新しい単元を始める前にブレインストーミングを行い、計画を検討し、多様なア
イデアを盛り込んだ。」（15）との説明があり、次年度はさらに検討を加え、実行する予定で
あると付け加えられている。
このことから、最初は、「単一民族国家」である韓国と「多民族国家」であるアメリカ
では事情が異なるので、アメリカの実践を学び、そのまま導入しようとしたが、ブレイン
ストーミングの過程で、韓国の状況に合わせた活動へと軌道修正が加えられていったと考
えられる。
1996年に筆者がアメリカで行った調査（16）では、アンチバイアス教育は特定の活動の枠
組みの中で行われるものではなく、日々の活動全般を通じてなされるものであると説明を
受けた。I子どもの家のようなきっちりした計画案が書かれること自体、「日々の活動で問
題となることが起こった時、それを捉えて、話し合いを中心にアンチバイアス教育が展開
されるというアメリカのやり方と異なる。しかし、表２～表４の「子どもの発話の記録」
にみられるように、教え込むのではなく、保育者と子どもとの言葉のやりとりで活動が進
められているのは、アンチバイアス教育の趣旨にかなうものである。
I子どもの家の実践では、日常生活と結びつけ、ツーリストアプローチに陥らないよう
な配慮が丁寧になされている。また、差異への気づきのため、あるいは、自己認識の形成
ために、アメリカのアンチバイアス教育では、鏡を使った活動をしているが、Ｉ子どもの
家には、いたる所に鏡が設置されていた（17）。鏡はアンチバイアス教育を導入する以前か
ら設置していたが、同教育を導入後は積極的に使い始めたという。
また、家族を巻き込んで活動をしていた点、障害を取り上げている点等は、アメリカと
の共通がみられた。
園長先生より、今年度の活動として、興味深い話を聴取した。それは、ある子どもが交
通事故で顔が変形してしまったそうである。周囲の子どもがそれをからかうのであるが、
その子どもが交通事故のせいでこうなったとみんなの前で説明したら、友達も理解してく
れ、からかわれなくなったという。保育者が周囲の子どもに「からかってはいけません。」
という介入をするのではなく、その子どもが説明をする機会を準備し、皆で考えるという
のは、まさに話し合いを中心とした好ましい展開であると考えられる。
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おわりに
アメリカのアンチバイアス教育においては、２歳児が「肌の色」の違いに気付くことを
取り上げている。保育の環境において、「黒」が否定的イメージをもたないように、また、
常に、白人だけを反映するような人形や絵本を取り上げないよう配慮している。性や身体
的能力の違いに関する活動は、日本や韓国にも共通する点が多いが、一方、日本や韓国の
社会では、「肌の色」のように可視的な差異の他に、不可視的な差異による差別や偏見が
ある。さらに I 子どもの家で聴取した話では、韓国においては、都市部と農村部において
意識の違いが大きいという。固定的性役割にとらわれないという活動も、農村部ではかな
り問題があるようである。
大きく言えば、「不可視的な差異」でという点で共通点がみられるアジアという地域の
特性、さらにまた、狭い範囲で言えば、韓国や日本等、１つの国の中にはそれぞれの地域
の特性がある。今後はそのような地域の実情に合わせたアンチバイアス教育の展開を考察
する必要がある。
※本調査において、韓国の大邱大学校の鄭錦子教授に大変お世話になりました。心より感謝申し上げます。
※本研究は、2001－2003年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ）（１））「幼児期からの国際理解教育構築への多角
的アプローチ─教育学・発達心理学・人類学的観点から─」による研究の一部である。
注
（ 1）文部科学省の統計による。
（ 2 ）クァックヒャンニム「幼児教育機関における多文化教育課程」中央幼児教育協会
『2000幼児教育学術大会　多文化時代の幼児教育』2000年、103頁。
（ 3）研究グループの構成員は、山田千明、塘利枝子、廿日出里美、渋谷恵、久保田力、
松尾知明、柴山真琴の７名である。
（ 4）丹羽孝「第１部　第７章　韓国」（日本保育学会編『諸外国における保育の現状と
課題』世界文化社、1997年）99頁によれば、詳しい保育施設の類型には、家庭育
児、職場託児、地域オリニチップ、訪問託児、オリニチップ、幼稚園全日班、社
会福祉館○○教室、農繁期オリニチップ、その他（研究機関）がある。
（ 5）1999年10月29日～10月30日に国際幼児教育学会20回大会がソウル中央大学校で開
催された。そのオプショナルツアーとして1999年11月１日に２機関を訪問した。
（ 6）父親と母親の国籍が異なる子どもについて、「ハーフ」と呼ぶのを改め、「ダブル」
あるいは「国際児」と呼ぼうという主張に従い、筆者は「国際児」という名称を
用いる。
（ 7）「虎が煙草を吸っていた頃」とは「昔」を表現する言い回しだそうである。
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（ 8 ）中央教育審議会答申＜文部省　21世紀を展望した我が国の教育の在り方について
（第１次答申）、1996年＞「第２章　国際化と教育」より。
（ 9）玉置哲淳氏も『人権保育のカリキュラム研究』（明治図書、1998年）141－144頁に
おいて、その難しさを指摘している。
（10）2002年９月に入手したI子どもの家のパンフレットより。
（11）Ｓ財団は人形だけでなく、多くの種類の遊具や玩具を作っている。
（12）外国の人形として見せられたのが、日本の「クレヨンしんちゃん」の人形であっ
た。
（13）『 I 子どもの家年間報告書』によれば、2001年の３歳児の活動で、「事情ありき人
形」を用いている。それが、ペルソナ人形に当たるのではないかと考えられる。
（14）I子どもの家『I子どもの家年間報告書』2001年、97頁。
（15）同上書、100頁。
（16）詳細は拙著「幼児期における多様性尊重の教育─Anti-Bias教育を手がかりとして
─」（筑波大学比較・国際教育学研究室『比較・国際教育学』５、1997年）を参照
されたい。
（17）I子どもの家以外でも、韓国の子どもの家や幼稚園には、保育室に鏡台を置いたり
鏡を掛けてあるところが多いような印象を受けた。ある幼稚園で、鏡を置く意味
を尋ねたら、子どものままごとの中で、おしゃれをするためとの回答があった。
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